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表 lのとおりである。中央値がいずれもOとな だわり・切りかえJi不注意 ・衝動性・ 多動性」
っており，極端なフロア効果が見られた。各カ に学年差が見られた (F(51剛 =2.23，2.39， 2.38， 
テゴリーで男女差は明らかであった。分散分析 いずれもpく.05)0 i不注意・衝動性 ・多動性」
の結果，どのカテゴリーにも性差が見られた 「情緒而」に性と学年の交互作用が見 られた

































度蝕 平岡直 問中矢個 m，"刷， 8同 9叫 95話 9叩
低学年男 318 0.64 1.54 0 0 12 1 2 4 8 
中学年男 318 0.70 目 o 0 12 2 2 4 8 














度融 平均量 SD <tjた姐 filn m旧師、 90s 95‘ 99S 
低学年男 318 0.67 1.58 0 0 12 I 2 4 B 
中学年男 318 0.71 1.55 0 0 12 2 2 4 9 




















































度量 平岡植 田中失面 min max 8悶 9剖 95% 99得
低学年男 318 0.75 1.84 0 0 12 2 3 4 1 
中学年男 318 0.65 刷 o 0 1 2 4 9 





















































































Reid，R. (1998): ADHD RATING SCALE-
N: Checklist，norms，and clinical interpre-
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運動面 不注意 ・衝動性 ・多動性
結果の集計方法 困難度の基準
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資料2 教室できる特別文援教育アセスメントシート (チェック リスト ，自I:I~記述フ ォ ー ム)
























①学年の学留についていけないことが多い I0 1 2 
②個別に指導してもなかなか理解できなかったり.時間がかかったりする I0 1 2 
③学力的には、 2学年程度またはそれ以上の遅れがあると感じる。(1学年程度の遮れならば11!) I 0 1 2 
@ 度理解したと思ってもすぐに忘れてしまい、なカなか定着しない I0 1 2 
⑤自分で考えて行動したり応用したりすることができない I0 1 2 
⑥基礎学力を身につけることができるのか心配である I0 1 2 
①音読がいつもたどたどしく、 読み飛ばしゃ続み間違いがみられる I0 1 2 
②自分で読んで文章の意味を理解することができな¥¥. I 0 1 2 
③学年相応の文字(ひらがなカタカナ漢字)の習得に困灘があり‘書ζうと思っても書けない I0 1 2 
@文字の形がうまく書けず‘判読するのに苦労する I0 1 2 
⑤書〈ことを嫌がる I0 1 2 
⑤数えたり計算したり等の数慨念の理解が.学年相応にできていない I0 1 2 
⑦数量関係や図形の憶念等、特定の算数の領岐の理解に困量置がある I0 1 2 
①まとまりのない表現だったり、 言葉足らずだったりして.言語表現にぎこちなさがある. I 0 1 2 
②会話が続かない(一方的であったり、受身的過ぎたり、反応が乏しかったりなど). I 0 1 2 
③抽象的な語句や「れる・られる表現Jなど.言語理解に困難さがある I0 1 2 
@自分の考えや気持ちを言葉で表現することが灘[A¥. I 0 1 2 
⑤冗鮫や比喰表現をまともに受け取ってしまうことがある.また，謙避した表現などが理解しにくい I0 1 2 
⑥抑婦、7"セント、声量などがぎこちなかったり‘場遣いなしゃべリ方になってしまったりする. I 0 1 2 
⑦視線が合いにくい.もしくは表情‘ジェスチャーでこちらの意図が通じない I0 1 2 
③会話をするときの距離感がつかめなL刈蹴れすぎー近づきすぎ、なれなれしい・硬すぎるなど). I 0 1 2 
①友遼関係がなかなか深まらない(年齢相応に深まらない). I 0 1 2 
②同年齢の子どもとうまく遊べないことが多い(孤立する、遊びが続かない、 方的になるなど). I 0 1 2 
③常織や礼儀に著しく欠けている I0 1 2 
@その場の雰囲気や状況を慢して行動するのが困難である I0 1 2 
⑤誌にでもなれなれしい(人見知りしない)、もしくはかかわろうとはしない(過度の人見知りも含む). I 0 1 2 
⑥他者の気持ちゃ考えを模することが灘しく.一緒に喜んだり悲しんだりできない I0 1 2 
⑦人の目が気にならない.もしくは過剃に気にして恐れる. I 0 1 2 
@集団活動(班活動など)で協翻性に欠けることが事い. I 0 1 2 
①予定の変更を嫌がる.もしくは決められた手順を頑なに守ろうとする I0 1 2 
②行動や気持ちの切りかえが雛しい. I 0 1 2 
③同じ話題や動作を繰り返すことが多い. I 0 1 2 
@自分の世界に浸るとさがある(関心事やファンナコー，空懇などへの没頭など). I 0 1 2 
⑤過度の正義感やル Jレへのこだわりがある I0 1 2 
~叩めてのことや慣れていないことに柔軟に対処できなかったり，融通がきかなかったりする. I 0 1 2 
⑦以前に経験したことをとてもよく覚えている.(フラッシュパックがある場合は12!) I 0 1 2 
①気が散りやすかったり、ぼーっとしたりすることが多い I0 1 2 
②注意集中が持続せず.蝶阻への取り組みにムラがある I0 1 2 
③忘れ物ゃなくし物が多〈‘整理襲頓が年齢相応にできない I0 1 2 
@授業中、落ち着きなくソワソワと動いてしまうことが多い.(離席が多い場合は121) I 0 1 2 
⑤指示やJレ ルに従えないときがある(順番待ちなとも吉む) I 0 1 2 
⑥過度によくしゃべる.もしくは年齢不相応に事動である I0 1 2 
⑦思いついたことをすぐ口に出したり.説明を聞いている最中に出し抜けにしゃべったりすることが多い I0 1 2 
⑧後先を考えずに行動してしまうことが多い I0 1 2 
¢学習や集団行動において‘やる気がないときが多い I0 1 2 
②学習や運動‘あるいは対人関係において自信がなく不安な峰子を見せることが多い I0 1 2 
③イライラすることが多かったり、キレやすかったりする I0 1 2 
@メソメソしたり怖がったりして、 気持ちが不安定なときがある I0 1 2 
⑤突然大騒ぎ在したり、固まって動けなくなったりすることがある. I 0 1 2 
⑥友達に対して攻掌的だったり、大人に対して反抗的な態度をとったりすることがしばしばある I0 1 2 
①箸や鉛筆の使い方がぎこちない I0 1 2 
②文房具(ハサミ、定規.コンパス等)や楽器(リコー ダ一等)などが上手に級えない I0 1 2 
③手先が不器用である I0 1 2 
@準備運動などで.動作をまねすることが苦手である I0 1 2 
⑤走り方や身のこなしがぎこちなく.ポーJレ運動ゃなわとび、マット運動などが若手である. I 0 1 2 
⑥鬼ごっこやドッジポ Jレなど身体を動かす遊びを好まない I0 1 2 
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①登校しぶり ②不登校 ③病弱.虚~~ ④健康上の問題 ⑤吃音(どもり) ⑦選択性誠黙
③チック⑨構音の問題{発菅不明瞭) ⑪感覚過敏(大古い昔、特定の臭い、極端な偏食、触られることなど)
⑪パニッヲ ⑫自傷行動 ⑬乱暴な行動(暴力・暴言・いじめ等) ⑪虚言 ⑮万引き・窃迩(友達のものをとることも含む)
⑮非行行為(喫煙，深夜俳個，喧嘩など) ⑪特別な家庭の状況[ 。okada，ueyama & okada 2010 
